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私達は日頃岩場の植物に興味をもち，数年来武蔵，奥多摩のフロラを調べているが，昭
和41年には次の2種が産することを確かめたので報告します。
1）ヒトツバPy"osiα〃"g"a(THuNB.)FARwELLヒトツバの生じていた所は，多
摩川流域の通称御岳溪谷と称する，標高およそ300mの所で，東に面した約30m余の岩壁
第1図奥多摩周辺の概略図 のほぼ中央に，数個所大きな群落
誤､I
ご~尹漁愛謎《《
を構成していた（第2図，3図)。
まだ実葉はみられませんでした
が，裸葉についてはだいたい次の
ようです。
根茎は2.5～3mmで，赤褐色
の長さ3～4mm,線状披針形の
密生した鱗片が圧着する。もっと
も新しい根茎の鱗片は褐色で，概
して大きい。葉柄基部の鱗片は
いくぶん大きく，だいたい4～5
m，葉は根茎に10～4cmの間隔
でつき，葉柄の部分は径2～3
mあって，広披針形，鋭頭，全縁Inlnl長さ8～19cm,葉は幅4.3～8cm,長さ12～23cmあって，広披針形，鋭頭，
または波状縁，基部はくさび形，表面は深緑色，裏面には白褐色の星状毛を密布する，新
生葉では葉の両面および柄にも白褐色の星状毛を密布している。1本の中肋は裏面にいち
じるしく隆起し，支脈もいくぶん隆起するが，網状脈（小脈）は埋没している。
この30mほどの岩壁は河面か'らlOmぐらいは垂直に近く，その上部は40．ぐらいの段
状，つまりテラス状になり，このあたりから尾根状となって上方へ続いている。この段状
の比較的乾燥した個所を中心に4m2ぐ'らいのヒトツパのコロニーが2～3個所みられる。
この段状個所か'ら上方へかけてはアラカシ，ヤブツバキ，エゴノキなどの中高木が上層
を被い，中層にはミツバツツジ，ムラサキシキブ，ユキヤナギが占め，岩面にはテイカカ
ヅラ，イタビカヅラ，マメヅタがはい，ウチワゴケ，カタヒバ，イワヒバ，ノキシノブ，
イワデンダ，ゲジゲジシダ，ウラハグサなどが生じている。
また岩壁の下の河岸にはウツギ，タマアジサイ，ユキヤナギ，クサギ，エゴノキ，フ
ジ，ノイバラ，ヤブマオ，アマチャヅル，イノモトソウ，オクタマゼンマイ，ヤブラン，
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第2図ヒトツパのある岩
第3図ヒトツバの生育状態
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どが生じている。
ヒトツバの分布は房
総および相模の南部，
伊豆から東海道以西の
比較的乾燥した岩上に
は普通であるが，関東
西南部では従来相模の
丹沢山塊の南側で,,箱
根に面した比較的暖地
系の植物に富む大山な
らびに幽神地方に産す
ることが知られてい
る。
しかるに武蔵の奥多
摩は丹沢大山の北約40
~45kmの位置にあ
り，足柄層によって代
表される丹沢山塊と，
秩父古生層によって代
表される秩父，多摩山
塊とはこの間を流れる
相模川によって大きく
分け'られ，かつこの上
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トッパの産する多摩川上流の流域である奥多摩前衛の山と，相模川との間はなお浅川およ
び秋川の流れによって分けられている内陸である。このような内陸にありながら前記のよ
うに実に立派な生育を示していることは珍らしいものと思う。
もっともヒトツバは北は下野の唐沢山のようなだいぶ内陸にも産するし，常陸にも産す
る。そしてこの両者ならびに奥多摩はともに冬期における数日間の積雪地域である。しか
し大きな川の流域には往々寒地系と暖地系の両者が混在し，特に溪谷における岩場におい
てそのような傾向が強いから，それほどとりたてていうほどのこともないが，このような
内陸深く入った積雪地にありなが'ら良好な生育をしているということは，関東平野西縁の
丹沢北部から多摩，秩父などの山地にもまだ分布する可能性も考え'られ興味あることと思
う。
例えばヒトツバと同じような生育圏をもつと思われるものにサジランおよびシシランな
どがあるが，サジランはこの多摩川流域の三室山，御岳山および武蔵野北縁の黒山三滝に
分布し，シシランも御岳山，天祖山および奥武蔵の名郷周辺と黒山三滝に分布している。
2）ムギランB"J加夕"y""”〃”"s"""MAxIM.
さきに私達はマメヅタラン(B.DJ,y"ogloss""MAXIM.)が奥多摩の御岳山の岩壁に
産することを報告したが（採集と飼育41年8月号)，このたびこの御岳山からほど遠か'ら
ぬ奥多摩前衛の山にムギランの産することを確かめた。
生育している所は御岳山の支尾根である三室山か'ら東に流れる沢で，標高およそ300m
の個所にある高さ約10mの岩塊上に着生している（第4図一本号の表紙写真)。
偽球は2.5～4×6～10mmで，概して3×9mmぐらいのものが多い，葉は7～9×
25～46mmあり，なかでも8×38mmのものが最も多い。葉の先は鈍頭または凹頭で7～
9脈があり，基部は狭まり，やや短柄状になっている。根茎に生ずる偽鱗茎か'らは1葉が
生じ，その間隔は8～15mmに生じている。
一見したところ偽鱗茎は非常に貧弱で，いわゆるムギランらしい卵円形，麦粒状のもの
は少ない。それに比して葉が非常に長いのが特徴です（第5図)。
第5図ムギランの花花は偽鱗茎の側
方か'ら鞘状の薄い
鱗片葉2個をつけ
た細毛のある長さ
約4mmの短い柄
を出し，柄の先端
に1個の小さい黄
緑色の花を葉下に
向けて開きます。
花の径は約4m
In,白色の側方内
花被片は広楕円形
く，2個の開花をで，縁には細かいきざみがある。このコロニーでの開花数は非常に少なく，
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みただけでした，そのうちの1個体の側方内花被片は水平に開かず，ちょっとミヤマムギ
ラン似にた感じがします。しかしこの花は自家授精花ですから2個体とも結実しました。
このムギランの着生する沢沿いに立つ岩塊の頂上は12cm2ぐ'らいで，少し傾斜してい
るが一面にカタヒパが群生し，その上をテイカカヅラがはっていました。木本としてはウ
ツギ，ムラサキシキプ,マルバウツギ,ヤマブキ，トネリコが各1本づつ生じ，北側の岩
面にはサジランの群生があり，フユヅタが岩面をはっています。
ムギランの着生している個所は,岩塊の東南側で，90○以上にきり立った面が，いくぶ
んオーバーハングしたその上部の岩面に生育している。この位置は地表から3mぐ'らいあ
り，幅30cm,横に50cmぐらいにコロニーを作っている。
この岩塊は，沢がU字形に開けた所にあり,川は岩塊の南側を流れていて，この岩面
は東南に面しているにかゞわ'らず，非常に日当りが悪く，岩塊の基部の地上からヤブツバ
キ，ヒイラギ，キブシ，チョウジザクラ，ムラサキシキブなどと，それにフジがまとい，
岩面におゞいかぶさっている。そして林床にはテイカカヅラ，ベニシダ，オオハナワラ
ピ，マンリョウ，アオジガバチソウなどが生じています。このうちマンリョウはさきのヒ
トツバのあった御岳溪谷や，三室山と多摩川を挾んで対する惣岳山の麓にも産し，また平
野部では武蔵野の狭山丘陵に，西南の山地では今熊山，城山，高尾山と連続して分布して
いるが，この奥多摩の付近が北西の限界のようです。なお付近のモミとウメの樹幹にはク
モランの着生もありました。
ムギランは通常「関東から西の暖地の林中の岩面または樹幹になどよく群をなして着生
する」ものといわれ，北は常陸の久慈川流域にある男体山系な'らびに下野の岩船山および
上州の妙義山に産しと､もに岩面に着生している。関東西縁の山地では西南にあたる相模の
丹沢山塊のうち南側の世附ならびに掃沢に産し，最も近いこの武蔵では浅川流域の高尾山
に産する。しかしさきに記したように浅川とこの多摩川との間にはなお秋川が流れ，奥多
摩前衛の山塊を分断している。しかし高尾山とは直線距離では約19kmにすぎないから，
この地に分布していてもおかしいことはないわけです○私も再々高尾山には足を運びます
がまだ高尾山におけるムギランの生育地を確認することができませんので両者を比較する
ことはできないでいます。
ともかく奥多摩にまでムギランが産するということは，ここから妙義山にいたる関東西
縁の奥武蔵の山地にも分布する可能性があるのではないかと思います。
なお一見したところ葉の長いのが目立ちますが，このことについてはなおよく観察して
みたいと思います。
This
1)
O､
白ノ
Hab
Sunnmary
paperdealswithnewlocalityoftwospecies.
Py""osiα〃"g"a(THuNB.)FARwELL
B"ﾉ加"y""沈加c""jc""MAX1M.
Okutama,Musashi,Prov.(HARAsAwA,I.&H.END61966)
－17－
